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まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。まちのイベントや地域の話題をお届けします。

　大規模災害時において大量の飲料水を確実に確保す
るため、市と飲料水を取り扱っている企業や事業所が、
９月30日、災害時における飲料水の提供等に関する協
定を結びました。 
　協定は、被災住民並びに避難所へ避難してきた住民
等に対しての円滑な救援活動の強化を目的としています。 

協定を締結した企業・事業所 
沖縄コカ・コーラボトリング（株）、（株）ミリオン、沖縄サンポッカ（株）、
（株）沖縄伊藤園、（株）ジャパンビバレッジ沖縄、沖縄カルピス販売
（株）、沖縄ペプシビバレッジ（株）、（株）琉仁カスタマーサービス、
大塚製薬（株）、大塚ベバレジ（株）（順不同） 

9/22　第4回うるま市畜産共進会開催 

災害時における飲料水の提供等に関する協定調印式 

9/29　第36回国民体育大会出場報告 

9/30　交通事故ゼロを目指す日 

大規模災害に備えて 

地域資源を活用し、活性化を図る 

関係者が出席し、県庁で行われた発表会見の様子 

　市と勝連漁協など、７企業・団体が協力し、生産量
日本一のモズクを使った新しい特産品「もずく餃子」
を開発し、その発表会見が10月９日、県庁で行われま
した。 
　もずく餃子は、総務省の「頑張る地方応援プログラム」
に採択された「市戦略事業推進プログラム」の一環と
して開発。 
　売り上げの一部は、地元の中高生が出演する現代版
組踊「肝高の阿麻和利」の公演経費に寄付されます。 

「もずく餃子」共同開発　発表会見 

１２年に１度の「龕屋御願」 

三線や太鼓に合わせて、龕屋の前で披露された棒術 

幕開けを飾ったかぎやで風 

子どもたちだけで演舞し、 
会場を沸かせた「四季口説」 

ユーモラスな動きで会場の 
笑いを誘った「醜童」 

　12年に１度、子年の旧暦９月９日に行われる市勝連
南風原区の「龕屋御願」が10月７日に行われました。 
のぼり旗を先頭に、締太鼓や鉦鼓、ホラ貝を鳴らす区
民らが区内を練り歩いて道ジュネーを行ったあと、集
落のはずれにある龕屋の前で棒術や琉球舞踊が演じられ、
多くの区民で賑わいました。 
　南風原区の最初の龕屋は1730年前後の子年の９月９
日に完成したと伝えてられています。 

市勝連南風原区「龕屋御願」 

多彩な催し物で賑わう 

子どもたちに大人気の手作り玩具コーナー 

　９月21日、「みんなで築こう豊かな長寿社会」をテーマ
に、第20回かりゆし県民フェスティバル（県社会福祉協
議会主催）が、うるま市具志川総合運動公園で開催されま
した。 
　会場では健康・栄養相談や高齢者の作品展、舞台イベン
ト、グラウンドゴルフ大会など様々な催しが行われました。
手作り玩具コーナーでは、お年寄りがペットボトルを使っ
た風車や昔ながらの竹ゼミなどの作り方を指導していまし
た。また、10月１日から始まる赤い羽根共同募金運動を前
に、そのPRも行われました。 

第20回かりゆし県民フェスティバル開催 

 「うるま市から交通事
故をなくそう！」をス
ローガンに、関係団体
の協力のもと安慶名十
字路でドライバーや歩
行者に交通安全を呼び
掛ける街頭キャンペー
ンが行われました。 

　10月4日から6日まで、
大分県で行われる第36
回国民体育大会の開会を
前に、市出身で空手道競
技に出場する吉田勝幸さ
ん、仲尾次愛未さん両選
手と田村正人監督が市役
所を訪れ、大会への抱負
を語りました。 

10/2　第10回アサヒ飲料杯フットサル大会県予選優勝 
　９月７日に行われた
決勝戦で、４対０で勝
利をおさめ見事優勝し
たフットサルチームの
「石川Jr.OB」の選手
と関係者が市役所を訪
れ、優勝の喜びと11月に
行われる全国大会に向
けての抱負を語りました。 

10/6　九州ママさんバレーボール大会県予選優勝報告 
　大会（9月6、7日）の
３部に出場した「具志
川ひまわり」が、決勝
で勝利し、14年ぶり３
回目の優勝を収めまし
た。市役所を訪れたメ
ンバーらが、優勝報告
と11月に熊本県で開催さ
れる九州大会への意気込みを語りました。 

　市の畜産振興の強化
を図り、家畜の銘柄確立
と畜産経営の発展を目
的に、第４回畜産共進会
が市豊原の中部家畜セ
リ市場で開催されました。
今年は、肉用牛の部に96
頭、種豚の部に22頭が出
品されました。 

～伝えよう　地域に根ざした伝統
芸能の良さ～　をテーマに、10月
12日、市きむたかホールで第 14
回ふるさと芸能デー「平安名区伝
統芸能祭」（主催：市教育委員会、
勝連平安名区自治会）が開催され
ました。 
　芸能祭では、数ある伝統芸能の
中から、選びぬかれた 12演目を
披露。中でも、踊り手はもちろん、
歌、三線、太鼓まで、子どもたち
だけで演じる「四季口説」がはじ
まり幕が開くと、ひときわ大きな
拍手が会場から沸き起こりました。 
　昼、夜の２回公演で約800名余
の観客が市内外から訪れ、「あし
びグニ　平安名」の伝統芸能を堪
能していました。 
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※龕とは、遺体を収めた棺箱を墓まで運ぶ朱塗りの輿 
こし 
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